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(57)【要約】
【課題】密閉型電池における異種金属間接合を行う接続
部分の強度を向上させ、かつ、電気抵抗を低下させるこ
とができる接合技術を提供する。
【解決手段】ここに開示される密閉型電池の一態様は、
電極体と、電池ケースと、正極内部端子と、正極外部端
子と、負極内部端子５２と、負極外部端子５４とを備え
ている。かかる密閉型電池では、負極内部端子５２と負
極外部端子５４との接続部分において、負極内部端子５
２の上端部５２ａと負極外部端子５４とがメッキ層５８
を介在させて重ねられ、かつ、メッキ層５８を介して負
極内部端子５２と負極外部端子５４とが接合されている
。そしえ、メッキ層５８を介在させて重ねられた負極外
部端子５４の上面５４ａに複数の凹部５４ｂを有する粗
面が形成されており、メッキ層５８の一部が凹部５４ｂ
に侵入している。これによって、負極内部端子５２と負
極外部端子５４との間に、高強度かつ低抵抗の接続部分
を形成できる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　正極と負極とを有する電極体と、
　前記電極体を収容した電池ケースと、
　前記電池ケースの内部において前記正極に接続され、一部が前記電池ケースの外部に露
出した正極側の内部端子と、
　前記電池ケースの外部において前記正極側の内部端子に接続された正極側の外部端子と
、
　前記電池ケースの内部において前記負極に接続され、一部が前記電池ケースの外部に露
出した負極側の内部端子と、
　前記電池ケースの外部において前記負極側の内部端子に接続された負極側の外部端子と
を備え、
　正極側および負極側の少なくとも一方の内部端子と外部端子が異種金属材料によって構
成されており、当該異種金属材料によって構成された内部端子と外部端子との接続部分に
おいて、前記内部端子の一部と前記外部端子の一部とがメッキ層を介在させて重ねられ、
かつ、前記メッキ層を介して前記内部端子と前記外部端子とが接合されており、
　前記メッキ層を介在させて重ねられた前記内部端子の面と前記外部端子の面とのうち少
なくとも一方の面に複数の凹部を有する粗面が形成されており、前記メッキ層の一部が前
記凹部に侵入している、密閉型電池。
【請求項２】
　前記負極側の内部端子がＣｕを主体とする金属材料によって構成され、かつ、前記負極
側の外部端子がＡｌを主体とする金属材料から構成されており、
　前記負極側の外部端子の前記メッキ層と接する面にアルマイト層が形成され、前記複数
の凹部が前記アルマイト層に形成された微細孔である、請求項１に記載の密閉型電池。
【請求項３】
　前記メッキ層は、Ａｇ、Ａｕ、Ｚｎ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ｐｔおよびこれらの金属元素を含む
合金からなる群から選択される少なくとも一種を含む、請求項１または２に記載の密閉型
電池。
【請求項４】
　電池ケース外に配置された外部端子を有する複数の単電池と、一方の単電池の前記外部
端子と他方の単電池の前記外部端子とを接続するバスバーとを備えた組電池であって、
　前記複数の単電池は、
　前記電池ケース内に収容された電極体と、
　前記電池ケースの内部において前記電極体に接続され、一部が前記電池ケースの外部に
おいて前記外部端子と接続される内部端子と
をさらに備え、
　前記外部端子および前記バスバーを介し、一方の単電池の前記内部端子から他方の単電
池の前記内部端子に至る導電経路上に存在する異種金属材料によって構成された２つの金
属部材の接続部分において、一方の金属部材の一部と他方の金属部材の一部とがメッキ層
を介在させて重ねられ、かつ、前記メッキ層を介して前記一方の金属部材と前記他方の金
属部材とが接合されており、
　前記メッキ層を介在させて重ねられた前記一方の金属部材の面と前記他方の金属部材の
面とのうち少なくとも一方の面に複数の凹部を有する粗面が形成されており、前記メッキ
層の一部が前記凹部に侵入している、組電池。
【請求項５】
　前記一方の金属部材がＣｕを主体とする金属材料から構成された外部端子であり、かつ
、前記他方の金属部材がＡｌを主体とする金属材料から構成されたバスバーであり、
　前記バスバーの前記メッキ層と接する面にアルマイト層が形成されており、前記複数の
凹部が前記アルマイト層に形成された微細孔である、請求項４に記載の組電池。
【請求項６】
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　正極と負極とを有する電極体と、
　前記電極体を収容した電池ケースと、
　前記電池ケースの内部において前記正極に接続され、一部が前記電池ケースの外部に露
出した正極側の内部端子と、
　前記電池ケースの外部において前記正極側の内部端子に接続された正極側の外部端子と
、
　前記電池ケースの内部において前記負極に接続され、一部が前記電池ケースの外部に露
出した負極側の内部端子と、
　前記電池ケースの外部において前記負極側の内部端子に接続された負極側の外部端子と
を備え、
　前記正極側および前記負極側の少なくとも一方の内部端子と外部端子が異種金属材料に
よって構成されている密閉型電池を製造する方法であって、
　前記異種金属材料によって構成された内部端子と外部端子とを接続する工程は、
　前記内部端子の面と前記外部端子の面とのうち少なくとも一方の面に複数の凹部を有す
る粗面を形成する粗面形成工程と、
　前記粗面が他の接続対象と対向するように前記内部端子と前記外部端子とを配置し、前
記内部端子と前記外部端子との間にメッキ層を形成し、前記メッキ層の一部を前記凹部に
侵入させることによって前記内部端子と前記外部端子とを接合するメッキ接合工程と
を包含する、密閉型電池の製造方法。
【請求項７】
　前記粗面形成工程において、前記Ａｌを主体とする金属材料から構成された負極側の外
部端子の表面に陽極酸化処理を実施することによって、当該外部端子の表面に複数の微細
孔を有するアルマイト層を形成する、請求項６に記載の密閉型電池の製造方法。
【請求項８】
　電池ケース外に配置された外部端子を有する複数の単電池と、一方の単電池の前記外部
端子と他方の単電池の前記外部端子とを接続するバスバーとを備えた組電池を製造する方
法であって、
　前記複数の単電池は、
　前記電池ケース内に収容された電極体と、
　前記電池ケースの内部において前記電極体に接続され、一部が前記電池ケースの外部に
おいて前記外部端子と接続される内部端子と
をさらに備え、
　前記外部端子および前記バスバーを介し、一方の単電池の前記内部端子から他方の単電
池の前記内部端子に至る導電経路上に存在する異種金属材料によって構成された２つの金
属部材を接続する工程は、
　一方の金属部材の面と他方の金属部材の面とのうち少なくとも一方の面に複数の凹部を
有する粗面を形成する粗面形成工程と、
　前記粗面が他の接続対象と対向するように前記２つの金属部材を配置し、前記２つの金
属部材の間にメッキ層を形成し、前記メッキ層の一部を前記凹部に侵入させることによっ
て前記２つの金属部材とを接合するメッキ接合工程と
を包含する、組電池の製造方法。
【請求項９】
　前記一方の金属部材がＣｕを主体とする金属材料から構成された外部端子であり、かつ
、前記他方の金属部材がＡｌを主体とする金属材料から構成されたバスバーであり、
　前記粗面形成工程において、前記バスバーの表面に陽極酸化処理を実施することによっ
て、当該バスバーの表面に複数の微細孔を有したアルマイト層を形成する、請求項８に記
載の組電池の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、密閉型電池および組電池に関する。具体的には、密閉型電池、当該密閉型電
池の製造方法、複数の単電池を備えた組電池、および当該組電池の製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　リチウムイオン二次電池等の非水電解液二次電池は、車両搭載用電源あるいはパソコン
や携帯端末等の電源として重要性が高まっている。特に、軽量で高エネルギー密度が得ら
れるリチウムイオン二次電池は、車両搭載用高出力電源として好ましく用いられている。
この種の二次電池は、例えば、電極体が電池ケース内に収容された密閉型電池として構築
される。かかる密閉型電池は、電池ケース内の電極体と接続されると共に一部が電池ケー
ス外に露出した内部端子と、電池ケース外において内部端子と接続された外部端子とを備
えている。そして、かかる密閉型電池を単電池として複数備えた組電池を構築する際には
、隣接して配置された単電池の外部端子同士がバスバーを介して接続される。
【０００３】
　上述した電池の分野において、内部端子と外部端子との接続部分や外部端子とバスバー
との接続部分等の金属部材同士の接続部分を形成する際には、レーザ溶接などの接合技術
が使用される。また、電池の分野における金属部材同士の接続部分では、異なる材料から
なる２種類の金属部材を接合する異種金属間接合が行われることがある。かかる異種金属
間接合をレーザ溶接等で行う技術（異種金属間溶接）の一例として、特許文献１に記載の
技術が挙げられる。かかる特許文献１には、銅製の第１部材とアルミニウム製の第２部材
との溶接部におけるアルミニウムと銅を含む金属間化合物の割合を１５％以上６０％以下
にする技術が開示されている。また、特許文献１には、上述の異種金属間溶接をバスバー
と電池の電極（外部端子）との接続部分に適用することが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１８－１２１２５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、近年では、密閉型電池や組電池に対する耐久性や電池性能に対する要求
が高まっており、異種金属間接合において、接合強度が高く、かつ、電気抵抗が低い良好
な接続部分を形成できる新たな接合技術を開発することが求められている。
　本発明は、かかる点に鑑みてなされたものであり、その主な目的は、密閉型電池または
組電池における異種金属間接合を行う接続部分の強度を向上させ、かつ、電気抵抗を低下
させることができる技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　ここに開示される密閉型電池は、正極と負極とを有する電極体と、電極体を収容した電
池ケースと、電池ケースの内部において正極に接続され、一部が電池ケースの外部に露出
した正極側の内部端子と、電池ケースの外部において正極側の内部端子に接続された正極
側の外部端子と、電池ケースの内部において負極に接続され、一部が電池ケースの外部に
露出した負極側の内部端子と、電池ケースの外部において負極側の内部端子に接続された
負極側の外部端子とを備えている。また、ここに開示される密閉型電池では、正極側およ
び負極側の少なくとも一方の内部端子と外部端子が異種金属材料によって構成されており
、当該異種金属材料によって構成された内部端子と外部端子との接続部分において、内部
端子の一部と外部端子の一部とがメッキ層を介在させて重ねられ、かつ、メッキ層を介し
て内部端子と外部端子とが接合されている。そして、メッキ層を介在させて重ねられた内
部端子の面と外部端子の面とのうち少なくとも一方の面に複数の凹部を有する粗面が形成
されており、メッキ層の一部が凹部に侵入している。
【０００７】
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　本発明者らは、上述した目的を達成するために種々の実験と検討を行い、メッキ層を利
用した新たな接合技術を密閉型電池の内部端子と外部端子の異種金属間接合に適用するこ
とを考えた。具体的には、ここに開示される密閉型電池では、内部端子と外部端子の少な
くとも一方に複数の凹部を形成し、当該凹部にメッキ層の一部が侵入するようにメッキ層
を形成することによって、内部端子と外部端子とを接合している。このように接続対象の
凹部にメッキ層の一部を侵入させることによって、アンカー効果を生じさせることができ
るため、内部端子と外部端子の各々の金属材料の違いに影響されずに、優れた強度を有し
た強固な接続部分を形成できる。また、ここに開示される密閉型電池によると、導電性に
優れたメッキ層を介して内部端子と外部端子とが接続されているため、電気抵抗が低い接
続部分を形成できる。
【０００８】
　また、ここに開示される密閉型電池の好ましい一態様では、負極側の内部端子がＣｕを
主体とする金属材料によって構成され、かつ、負極側の外部端子がＡｌを主体とする金属
材料から構成されている。そして、負極側の外部端子のメッキ層と接する面にアルマイト
層が形成され、複数の凹部がアルマイト層に形成された微細孔である。
　内部端子や外部端子の表面に複数の凹部を形成する際には、陽極酸化処理を用いること
が好ましい。この陽極酸化処理によって形成された陽極酸化膜（アルマイト層）は、表面
にサブミクロンサイズの微細孔を有しており、この微細孔にメッキ層の一部を侵入させる
ことによって、アンカー効果を好適に生じさせることができるため、より優れた強度を有
した接続部分を形成できる。
【０００９】
　また、ここに開示される密閉型電池の好ましい一態様では、メッキ層は、Ａｇ、Ａｕ、
Ｚｎ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ｐｔおよびこれらの金属元素を含む合金からなる群から選択される少
なくとも一種を含む。
　メッキ層には、一般的なメッキ処理に用いられ得る金属材料を特に制限なく使用できる
。これらの金属材料の中でも上述した金属材料によって形成されたメッキ層は、強度が高
く、かつ、導電性に優れているため好ましい。
【００１０】
　また、本発明の他の側面として複数の単電池を備えた組電池が提供される。ここに開示
される組電池は、電池ケース外に配置された外部端子を有する複数の単電池と、一方の単
電池の外部端子と他方の単電池の外部端子とを接続するバスバーとを備えている。かかる
組電池における複数の単電池は、電池ケース内に収容された電極体と、電池ケースの内部
において電極体に接続され、一部が電池ケースの外部において外部端子と接続される内部
端子とをさらに備えている。そして、ここに開示される組電池では、外部端子およびバス
バーを介し、一方の単電池の内部端子から他方の単電池の内部端子に至る導電経路上に存
在する異種金属材料によって構成された２つの金属部材同士の接続部分において、一方の
金属部材の一部と他方の金属部材の一部とがメッキ層を介在させて重ねられ、かつ、メッ
キ層を介して一方の金属部材と他方の金属部材とが接合されている。そして、メッキ層を
介在させて重ねられた一方の金属部材の面と他方の金属部材の面とのうち少なくとも一方
の面に複数の凹部を有する粗面が形成されており、メッキ層の一部が凹部に侵入している
。
【００１１】
　異種金属部材同士の接続は、組電池を構築する際にも行われ得るため、上述したメッキ
層を利用した接合技術は、組電池における金属部材同士の接続部分の形成にも適用できる
。具体的には、複数の単電池を備えた組電池では、外部端子とバスバーを介して、一方の
単電池の内部端子から他方の単電池の内部端子に至る導電経路が形成される。そして、か
かる導電経路上には、種々の接続部分が複数形成され得る。上述したメッキ層を利用した
接合技術をこれらの接続部分のうち、異種金属材料によって構成された２つの金属部材の
接続部分に使用することによって、内部端子と外部端子の各々の金属材料の違いに影響さ
れずに、高強度かつ低抵抗の導電経路を有する高性能の組電池が得られる。
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【００１２】
　また、ここに開示される組電池の好ましい一態様では、一方の金属部材がＣｕを主体と
する金属材料から構成された外部端子であり、かつ、他方の金属部材がＡｌを主体とする
金属材料から構成されたバスバーである。そして、バスバーのメッキ層と接する面にアル
マイト層が形成されており、複数の凹部がアルマイト層に形成された微細孔である。
　ここに開示される組電池によると、微細孔を有する陽極酸化膜（アルマイト層）をバス
バーに形成し、当該微細孔にメッキ層を侵入させることによって、アンカー効果を好適に
発揮させることができるため、より優れた強度を有した接続部分を形成できる。
【００１３】
　また、本発明の他の側面として密閉型電池の製造方法が提供される。かかる製造方法は
、正極と負極とを有する電極体と、電極体を収容した電池ケースと、電池ケースの内部に
おいて正極に接続され、一部が電池ケースの外部に露出した正極側の内部端子と、電池ケ
ースの外部において正極側の内部端子に接続された正極側の外部端子と、電池ケースの内
部において負極に接続され、一部が電池ケースの外部に露出した負極側の内部端子と、電
池ケースの外部において負極側の内部端子に接続された負極側の外部端子とを備え、正極
側および負極側の少なくとも一方の内部端子と外部端子が異種金属材料によって構成され
ている密閉型電池を製造する。かかる製造方法は、当該異種金属材料によって構成された
内部端子と外部端子とを接続する工程を備えている。そして、当該異種金属材料を接続す
る工程は、内部端子の面と外部端子の面とのうち少なくとも一方の面に複数の凹部を有す
る粗面を形成する粗面形成工程と、粗面が他の接続対象と対向するように内部端子と外部
端子とを配置し、内部端子と外部端子との間にメッキ層を形成し、メッキ層の一部を凹部
に侵入させることによって内部端子と外部端子とを接合するメッキ接合工程とを包含する
。
【００１４】
　ここに開示される製造方法では、内部端子と外部端子の少なくとも一方に形成された複
数の凹部にメッキ層の一部を侵入させることによって、内部端子と外部端子の各々の金属
材料の違いに影響されずに、優れた強度を有した接続部分を形成できる。また、導電性に
優れたメッキ層を介して内部端子と外部端子とが接続されているため、電気抵抗が低い接
続部分を形成できる。
【００１５】
　また、ここに開示される密閉型電池の製造方法の好ましい一態様では、粗面形成工程に
おいて、Ａｌを主体とする金属材料から構成された負極側の外部端子の表面に陽極酸化処
理を実施することによって、当該外部端子の表面に複数の微細孔を有するアルマイト層を
形成する。
　上述したように、陽極酸化処理によって、複数の微細孔を有する陽極酸化膜（アルマイ
ト層）を形成することによって、アンカー効果を好適に発揮させて、より優れた強度を有
する接続部分を形成できる。
【００１６】
　また、本発明の他の側面として組電池の製造方法が提供される。ここに開示される組電
池の製造方法は、電池ケース外に配置された外部端子を有する複数の単電池と、一方の単
電池の外部端子と他方の単電池の外部端子とを接続するバスバーとを備えた組電池を製造
する。かかる組電池における複数の単電池は、電池ケース内に収容された電極体と、電池
ケースの内部において電極体に接続され、一部が電池ケースの外部において外部端子と接
続される内部端子とをさらに備えている。そして、ここに開示される密閉型電池の製造方
法は、外部端子およびバスバーを介し、一方の単電池の内部端子から他方の単電池の内部
端子に至る導電経路上に存在する異種金属材料によって構成された２つの金属部材を接続
する工程を含む。そして、かかる工程は、一方の金属部材の面と他方の金属部材の面との
うち少なくとも一方の面に複数の凹部を有する粗面を形成する粗面形成工程と、粗面が他
の接続対象と対向するように前記２つの金属部材を配置し、２つの金属部材の間にメッキ
層を形成し、メッキ層の一部を凹部に侵入させることによって２つの金属部材とを接合す
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るメッキ接合工程とを包含する。
【００１７】
　上述したように、ここに開示される接合技術は、単電池同士を接続する導電経路上に存
在する異種金属間接合にも適用できる。これによって、内部端子と外部端子の各々の金属
材料の違いに影響されずに、高強度かつ低抵抗の導電経路を有する高性能の組電池を製造
することができる。
【００１８】
　ここに開示される組電池の製造方法の好ましい一態様では、一方の金属部材がＣｕを主
体とする金属材料から構成された外部端子であり、かつ、他方の金属部材がＡｌを主体と
する金属材料から構成されたバスバーである。そして、かかる製造方法は、粗面形成工程
において、バスバーの表面に陽極酸化処理を実施することによって、当該バスバーの表面
に複数の微細孔を有したアルマイト層を形成する。
　上述したように、陽極酸化処理によって、複数の微細孔を有する陽極酸化膜（アルマイ
ト層）を形成すると、アンカー効果を好適に発揮させて、より優れた強度を有する接続部
分を形成することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の一実施形態に係る密閉型電池の部分断面図である。
【図２】図１中の負極端子の近傍を拡大して示す断面図である。
【図３】図２中の負極内部端子と負極外部端子との接続部分を拡大して示す断面図である
。
【図４】負極外部端子とメッキ層との境界部分を撮影した断面ＳＥＭ写真である。
【図５】本発明の一実施形態に係る組電池を模式的に示す斜視図である。
【図６】図５中のＶＩ－ＶＩ断面を模式的に示す図である。
【図７】図６中のバスバーと外部端子との接続部分を拡大して示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の一実施形態を説明する。なお、以下の図面において、同じ作用を奏する
部材・部位には同じ符号を付して説明している。また、各図における寸法関係（長さ、幅
、厚みなど）は実際の寸法関係を反映するものではない。また、本明細書において特に言
及している事項以外の事柄であって本発明の実施に必要な事柄は、当該分野における従来
技術に基づく当業者の設計事項として把握され得る。
【００２１】
＜密閉型電池＞
１．密閉型電池の構造
　図１は本実施形態に係る密閉型電池の部分断面図である。また、図２は図１中の負極端
子の近傍を拡大して示す断面図である。そして、図３は図２中の負極内部端子と負極外部
端子との接続部位を拡大して示す断面図である。なお、本明細書における図中の符号Ｘは
（電池の）幅方向を示し、符号Ｙは厚さ方向を示し、符号Ｚは高さ方向を示す。なお、こ
れらの方向は説明の便宜上定めた方向であり、電池の設置態様を限定することを意図した
ものではない。
【００２２】
　図１に示すように、本実施形態に係る密閉型電池１０は、電極体２０と、電池ケース３
０と、正極端子４０と、負極端子５０とを備えている。以下、各々の構造について説明す
る。
【００２３】
（１）電極体
　電極体２０は、絶縁フィルム（図示省略）などで覆われた状態で、電池ケース３０の内
部に収容された発電要素である。本実施形態における電極体２０は、長尺シート状の正極
２１と、長尺シート状の負極２２と、長尺シート状のセパレータ２３、２４とを備えてい



(8) JP 2020-140887 A 2020.9.3

10

20

30

40

50

る。かかる電極体２０は、上述した長尺シート状の部材を巻き重ねた捲回電極体である。
なお、電極体の構造は、特に限定されず、一般的な密閉型電池において採用され得る種々
の構造を制限なく採用できる。例えば、電極体は、矩形のシート状の正極と負極とをセパ
レータを介して積層させた積層型電極体であってもよい。
【００２４】
　正極２１は、箔状の正極集電体２１ａ（例えばアルミニウム箔）と、当該正極集電体２
１ａの表面（好適には両面）に形成された正極活物質層２１ｂとを備えている。また、幅
方向Ｘにおける正極２１の一方の側縁部（図１中の左側の側縁部）には、正極活物質層２
１ｂが形成されておらず、正極集電体２１ａが露出した正極接続部２１ｃが形成されてい
る。なお、正極活物質層２１ｂには、正極活物質、バインダ、導電材等の種々の材料が含
まれている。かかる正極活物質層２１ｂに含まれる材料については、従来の一般的な二次
電池（例えば、リチウムイオン二次電池）で使用され得るものを特に制限なく使用するこ
とができ、本発明を限定するものではないため詳細な説明を省略する。
【００２５】
　負極２２は、箔状の負極集電体２２ａ（例えば銅箔）と、当該負極集電体２２ａの表面
（好適には両面）に形成された負極活物質層２２ｂとを備えている。また、幅方向Ｘにお
ける負極２２の他方の側縁部（図１中の右側の側縁部）には、負極活物質層２２ｂが形成
されておらず、負極集電体２２ａが露出した負極接続部２２ｃが形成されている。なお、
正極活物質層２１ｂと同様に、負極活物質層２２ｂにも、負極活物質やバインダ等の種々
の材料が含まれている。かかる負極活物質層２２ｂに含まれる材料についても、従来の一
般的な二次電池で使用され得るものを特に制限なく使用することができ、本発明を限定す
るものではないため詳細な説明を省略する。
【００２６】
　セパレータ２３、２４は、正極２１と負極２２との間に介在し、これらの電極が直接接
触することを防止する。図示は省略するが、セパレータ２３、２４には、微細な孔が複数
形成されており、当該微細な孔を通って正極２１と負極２２との間でリチウムイオンが移
動するように構成されている。セパレータ２３、２４には、所要の耐熱性を有する樹脂シ
ート等が使用されるが、従来の一般的な二次電池で使用され得るものを特に制限なく使用
できるため詳細な説明は省略する。
【００２７】
（２）電池ケース
　電池ケース３０は、電極体２０を収容する容器である。本実施形態における電池ケース
３０は、扁平な角型の容器であり、上面が開口した角型のケース本体３２と、当該ケース
本体３２の開口部を塞ぐ板状の蓋体３４とを備えている。電池ケース３０には、所要の強
度を有する金属材料（例えば、アルミニウム、アルミニウム合金等）が用いられ得る。
【００２８】
（３）電極端子
　本実施形態に係る密閉型電池１０は、電極体２０の正極２１と接続された正極側の電極
端子（正極端子４０）と、負極２２と接続された負極側の電極端子（負極端子５０）とを
備えている。
【００２９】
　正極端子４０は、正極側の内部端子（正極内部端子４２）と、正極側の外部端子（正極
外部端子４４）とを備えている。正極内部端子４２は、高さ方向Ｚに沿って延びる長尺な
金属部材である。正極内部端子４２の下端部４２ｂは、電池ケース３０の内部において正
極２１（具体的には、正極接続部２１ｃ）に接続されている。一方、正極内部端子４２の
上端部４２ａは、蓋体３４を貫通して電池ケース３０の外部に露出している。また、正極
外部端子４４は、幅方向Ｘに沿って延びる板状の金属部材であり、電池ケース３０の外部
において、正極内部端子４２の上端部４２ａと接続されている。また、本実施形態におけ
る正極端子４０では、電池ケース３０（蓋体３４）と正極外部端子４４との通電を防止す
るために、蓋体３４と正極外部端子４４との間に絶縁ホルダ４６が配置されている。なお
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、本実施形態に係る密閉型電池１０では、正極内部端子４２と正極外部端子４４の両方が
同じ種類の金属（例えば、アルミニウム）を主体とする金属材料で構成されている。
【００３０】
　負極端子５０は、上述した正極端子４０と略同等の構造を有している。すなわち、負極
端子５０は、負極側の内部端子（負極内部端子５２）と、負極側の外部端子（負極外部端
子５４）とを備えている。負極内部端子５２は、高さ方向Ｚに沿って延びる長尺な金属部
材である。負極内部端子５２の下端部５２ｂは、電池ケース３０の内部において、負極２
２（具体的には、負極接続部２２ｃ）に接続されている。一方、負極内部端子５２の上端
部５２ａは、蓋体３４を貫通して電池ケース３０の外部に露出している。また、負極外部
端子５４は、幅方向Ｘに延びる板状の金属部材であり、電池ケース３０の外部において、
負極内部端子５２の上端部５２ａと接続されている。また、蓋体３４と負極外部端子５４
との間には絶縁ホルダ５６が配置されている。
　なお、本実施形態における負極端子５０は、上述した正極端子４０と異なり、負極内部
端子５２と負極外部端子５４とが異なる金属材料（異種金属材料）によって構成されてい
る。例えば、負極内部端子５２は、銅（Ｃｕ）を主体とする金属材料によって構成され、
負極外部端子５４はアルミニウム（Ａｌ）を主体とする金属材料によって構成される。
【００３１】
　本実施形態に係る密閉型電池１０では、上記異種金属材料によって構成された負極内部
端子５２と負極外部端子５４との接続部分にメッキ層が形成されており、当該メッキ層を
介して負極内部端子５２と負極外部端子５４とが接合されている。かかる負極内部端子５
２と負極外部端子５４との接続部分について具体的に説明する。
【００３２】
　図２に示すように、蓋体３４には、負極内部端子５２の上端部５２ａを挿通させる端子
挿通孔３４ａが形成されている。この蓋体３４の端子挿通孔３４ａにはガスケット５７が
装着されている。また、負極外部端子５４の一方の端部にも端子挿通孔５４ｄが形成され
ており、絶縁ホルダ５６の一方の端部にも端子挿通孔５６ｄが形成されている。そして、
これらの部材の端子挿通孔が重なるように、蓋体３４の上面に絶縁ホルダ５６と負極外部
端子５４とが配置されている。そして、負極内部端子５２の上端部５２ａは、重ねて配置
された各々の部材の端子挿通孔に挿入されており、電池ケース３０の外部（負極外部端子
５４の上側）に露出した部分が円板状に押圧変形されている。これによって、負極内部端
子５２と負極外部端子５４と絶縁ホルダ５６とが蓋体３４に固定されている。
【００３３】
　そして、図３に示すように、本実施形態に係る密閉型電池１０では、負極内部端子５２
の上端部５２ａの下面５２ａ１と負極外部端子５４の上面５４ａとの間に、銅（Ｃｕ）主
体として含むメッキ層５８が形成されている。換言すると、本実施形態に係る密閉型電池
１０では、負極内部端子５２と負極外部端子５４との接続部分において、負極内部端子５
２の上端部５２ａと、負極外部端子５４の端子挿通孔５４ｄの周縁部（図２参照）とがメ
ッキ層５８を介在させて重ねられており、当該メッキ層５８を介して負極内部端子５２と
負極外部端子５４とが接合されている。そして、負極外部端子５４のメッキ層５８と接す
る面（上面５４ａ）には、複数の凹部５４ｂを有する粗面が形成されている。本実施形態
においては、アルミニウム製の負極外部端子５４の上面５４ａに陽極酸化処理が施されて
おり、当該上面５４ａに陽極酸化膜であるアルマイト層５４ｃが形成されている。かかる
アルマイト層５４ｃの表面には、孔径が１ｎｍ～１００ｎｍ（好ましくは１０ｎｍ～１０
０ｎｍ）の微細孔が凹部５４ｂとして形成されている。本実施形態に係る密閉型電池１０
では、上記アルマイト層５４ｃに形成された凹部５４ｂ（微細孔）にメッキ層５８の一部
が侵入している。
【００３４】
　本実施形態に係る密閉型電池１０は、上述のようなメッキ層５８を利用した接合技術を
、異種金属間接合となる負極内部端子５２と負極外部端子５４との接続部分の形成に適用
している。これによって、負極内部端子５２と負極外部端子５４の各々の金属材料の違い
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に影響されずに、優れた強度を有し、かつ、電気抵抗が低い接続部分を負極内部端子５２
と負極外部端子５４との間に形成できる。
　具体的には、本実施形態では、負極外部端子５４の上面５４ａに複数の凹部５４ｂが形
成されており、当該複数の凹部５４ｂにメッキ層５８が侵入している。これによって、負
極外部端子５４とメッキ層５８との界面においてアンカー効果が発揮され、機械的に接合
されるため、メッキ層５８と負極外部端子５４の材料の違いに影響されずに、これらを強
固に接合できる。一方、負極内部端子５２の下面５２ａ１とメッキ層５８の上面５８ａと
の界面では、同種の金属材料（銅（Ｃｕ））同士が接合されるため、接続不良が生じる可
能性が低い。このため、本実施形態によると、各々の金属材料の違いに影響されずに、負
極内部端子５２と負極外部端子５４との間に強固な接続部分を形成することができる。ま
た、本実施形態に係る密閉型電池１０では、導電性に優れたメッキ層５８を介して負極内
部端子５２と負極外部端子５４とが接続されているため、電気抵抗が低い接続部分が形成
されている。以上のように、本実施形態に係る密閉型電池１０では、負極内部端子５２と
負極外部端子５４との間に、高強度かつ低抵抗の接続部分が形成されているため、耐久性
と電池性能が向上している。
【００３５】
２．密閉型電池の製造方法
　次に、本実施形態に係る密閉型電池を製造する方法について説明する。かかる密閉型電
池の製造方法は、粗面形成工程とメッキ接合工程とを備えている。
【００３６】
（１）粗面形成工程
　本実施形態における粗面形成工程では、負極外部端子５４の表面に、凹部５４ｂとして
複数の微細孔が形成されたアルマイト層５４ｃを形成する。かかるアルマイト層５４ｃの
形成には陽極酸化処理が用いられる。この陽極酸化処理には、一般的に使用されている手
順を特に制限なく採用できる。例えば、負極外部端子５４を電池ケース３０に組み付ける
前に、負極外部端子５４の上面５４ａとなる面を電解液（例えば０．３Ｍのリン酸水溶液
（Ｈ３ＰＯ４））に浸し、負極外部端子５４を陽極とし、かつ、ステンレス製の端子（Ｓ
ＵＳ３１６等）を陰極とした状態で電解液を撹拌しながら通電（電圧：１０Ｖ～５０Ｖ、
通電時間：３０分～６０分）する。これによって、複数の微細孔を有するアルマイト層５
４ｃが負極外部端子５４の上面５４ａとなる面に形成される。
【００３７】
（２）メッキ接合工程
　本実施形態におけるメッキ接合工程では、まず、負極外部端子５４の上面５４ａと負極
内部端子５２の上端部５２ａの下面５２ａ１とが対向するように、電池ケース３０の蓋体
３４に負極内部端子５２と負極外部端子５４を組み付ける。具体的には、図２に示すよう
に、蓋体３４の端子挿通孔３４ａと、絶縁ホルダ５６の端子挿通孔５６ｄと、負極外部端
子５４の端子挿通孔５４ｄとが重なるように、絶縁ホルダ５６と負極外部端子５４を蓋体
３４の上面に配置する（図２参照）。このとき、負極外部端子５４は、粗面形成工程で形
成されたアルマイト層５４ｃが上面５４ａとなるように配置される。そして、上述した各
部材の端子挿通孔に負極内部端子５２の上端部５２ａを挿通させ、当該上端部５２ａを電
池ケース３０の外部に露出させた後に円板状に押圧変形する。これによって、図３に示す
ように、負極内部端子５２の上端部５２ａの下面５２ａ１と、負極外部端子５４の上面５
４ａとが所定の隙間（クリアランス）を有した状態で対向する。なお、好適なメッキ層を
形成するという観点から、負極内部端子５２と負極外部端子５４との間には０．０１ｍｍ
以上１ｍｍ以下（例えば０．１ｍｍ程度）のクリアランスを確保すると好ましい。
【００３８】
　次に、負極内部端子５２と負極外部端子５４との隙間にメッキ層５８を形成する。かか
るメッキ層５８を形成する手段は、一般的に使用されている手段を特に制限なく採用でき
る。例えば、対向した負極内部端子５２の上端部５２ａと負極外部端子５４との隙間にメ
ッキ液を流し込み、負極内部端子５２を陽極、負極外部端子５４を陰極とし、通電する。
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これによって、負極内部端子５２の上端部５２ａと負極外部端子５４との間に、銅（Ｃｕ
）を主体とするメッキ層５８が形成される。なお、メッキ液には、一般的な組成のメッキ
液を特に制限なく使用することができる。かかるメッキ液の一例として、硫酸銅と硫酸と
塩化ナトリウムとポリエチレングリコールを所定の比率で含有したものが挙げられる。
【００３９】
　上述の手順で形成されたメッキ層５８と負極外部端子５４との境界を撮影したＳＥＭ写
真を図４に示す。図４に示すように、本実施形態に係る製造方法で製造された密閉型電池
では、Ｃｕ製のメッキ層の一部が、Ａｌ製の負極外部端子の凹部に侵入している。これに
よって、負極外部端子とメッキ層との境界で好適なアンカー効果が発揮されるため、負極
外部端子５４とメッキ層５８の金属材料の違いに影響されずに、高い強度を有する接続部
分を負極内部端子と負極外部端子との間に形成できる。そして、Ｃｕ製のメッキ層５８と
Ｃｕ製の負極内部端子５２とは、同種の金属材料で接合されるため接合不良が生じにくい
。
　また、本実施形態に係る製造方法によると、溶接よりも大幅に低い温度で負極内部端子
と負極外部端子とを接合できる。このため、負極端子を構成する部品（負極内部端子、負
極外部端子、絶縁ホルダ等）の熱変形や劣化を防止することもできる。
【００４０】
３．他の実施形態に係る密閉型電池
　以上、本発明の一実施形態に係る密閉型電池について説明した。なお、上記した実施形
態は、本発明を限定することを意図したものではなく、種々の構成を適宜変更することが
できる。
【００４１】
（１）凹部の形成
　上記した実施形態では、負極外部端子５４の上面５４ａに、複数の凹部５４ｂを有する
粗面が形成されている。しかし、複数の凹部を有する粗面は、外部端子と内部端子の少な
くとも一方に形成されていればよく、上記した実施形態に限定されない。すなわち、ここ
に開示される密閉型電池は、内部端子側に粗面が形成されている態様や、外部端子と内部
端子の両方に粗面が形成されている態様を包含する。特に、外部端子と内部端子の両方に
粗面が形成されている態様は、より好適なアンカー効果を発揮させ、外部端子と内部端子
との接続部分をより強固にできるため好ましい。
【００４２】
　また、上記した実施形態では、複数の凹部５４ｂを有する粗面を形成するために、陽極
酸化処理を行っている。しかし、複数の凹部を形成する手段は、特に限定されず、本発明
の効果が適切に発揮される範囲で種々の手段を特に制限なく採用できる。例えば、レーザ
加工や切削加工等によって、接続対象の表面に溝状の凹部を複数形成してもよい。このよ
うな溝状の凹部を有した粗面を形成した場合でも、メッキ層の一部を凹部に侵入させるこ
とによって、十分なアンカー効果を発揮することができる。但し、より好適なアンカー効
果を生じさせ、接続対象の金属部材同士をより強固に接続するという観点からは、上記し
た実施形態のように、陽極酸化処理を用いて接続対象の表面に複数の微細孔を有するアル
マイト層を形成した方が好ましい。
【００４３】
（２）接続対象
　上記した実施形態では、負極内部端子５２と負極外部端子５４との間にメッキ層５８が
形成されており、当該メッキ層５８を介して負極内部端子５２と負極外部端子５４とが接
合されている。しかし、ここに開示される接合技術は、正極側および負極側の少なくとも
一方の内部端子と外部端子との接続部分に適用することができ、上記した実施形態に限定
されない。すなわち、正極内部端子と正極外部端子との間に異種金属間接合が存在してい
る場合には、正極内部端子と正極外部端子とをメッキ層を介して接合することができる。
【００４４】
（３）接続部分を構成する部材の材料
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　上記した実施形態では、Ｃｕ製の負極内部端子５２と、Ａｌ製の負極外部端子５４との
接続という、いわゆる異種金属間接合にＣｕ製のメッキ層を介した接合が適用されている
。しかし、ここに開示される接合技術は、内部端子と外部端子とが異なる金属材料によっ
て構成されていれば適用することができる。すなわち、接続対象となり得る金属部材（正
極内部端子、正極外部端子、負極内部端子および負極外部端子）の材料は、上記した実施
形態に限定されず、本発明の効果が適切に発揮される範囲内で、一般的な密閉型電池の電
極端子に使用され得る材料を特に制限なく使用できる。
　また、上記した実施形態では、メッキ層の材料に銅（Ｃｕ）が用いられているが、メッ
キ層の材料についても、一般的なメッキ層に使用され得る材料を特に制限なく使用できる
。かかるメッキ層の材料の好適例として、Ａｇ、Ａｕ、Ｚｎ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ｐｔおよびこ
れらの金属元素を含む合金などが挙げられる。これらの金属材料によって形成されたメッ
キ層は、強度が高く、かつ、導電性に優れているため好ましい。
【００４５】
＜組電池＞
１．組電池の構造
　ここに開示される接合技術は、上述した密閉型電池だけでなく、複数の単電池を備えた
組電池の構築にも適用され得る。次に、ここに開示される組電池の一実施形態について説
明する。図５は、本実施形態に係る組電池を模式的に示す斜視図である。図６は、図５中
のＶＩ－ＶＩ断面を模式的に示す図である。図７は、図６中のバスバーと外部端子との接
続部分を拡大して示す断面図である。
【００４６】
（１）単電池
　図５に示すように、本実施形態に係る組電池１００は、複数（図５では４個）の単電池
１１０を備えている。各々の単電池１１０には、一般的な構造の密閉型電池を特に制限な
く使用できる。すなわち、本実施形態に係る単電池１１０は、正極と負極を有する電極体
（図示省略）と、当該電極体を収容する電池ケース１３０とを備えている。かかる電池ケ
ース１３０には、正極側の電極端子（正極端子１４０）と、負極側の電極端子（負極端子
１５０）とが取り付けられている。
　正極端子１４０は、電池ケース１３０内部の電極体の正極に接続され、一部が電池ケー
ス１３０の外部に露出する正極内部端子１４２と、電池ケース１３０外部で正極内部端子
１４２と接続される正極外部端子１４４とを備えている。同様に、負極端子１５０は、電
池ケース１３０内部の電極体の負極に接続され、一部が電池ケース１３０の外部に露出す
る負極内部端子１５２と、電池ケース１３０外部で負極内部端子１５２と接続される負極
外部端子１５４とを備えている。また、図６に示すように、電池ケース１３０と外部端子
１４４、１５４との間には、絶縁ホルダ１４６、１５６が配置されている。
　なお、本実施形態に係る組電池１００では、正極内部端子１４２と正極外部端子１４４
とが同種の金属材料（例えばアルミニウム）によって構成されている。また、負極内部端
子１５２と負極外部端子１５４についても、同種の金属材料（例えば銅）によって構成さ
れている。
【００４７】
（２）バスバー
　本実施形態に係る組電池１００は、隣接して配置された２つの単電池１１０の間で、一
方の単電池１１０の正極外部端子１４４と他方の単電池１１０の負極外部端子１５４とを
接続するバスバー１６０を備えている。具体的には、本実施形態に係る組電池１００では
、隣接した２つの単電池１１０の間で、一方の単電池１１０の正極端子１４０と他方の単
電池１１０の負極端子１５０とが近接するように、各々の単電池１１０が交互に向きを入
れ替えて配列される。そして、該隣接した単電池１１０の間で、一方の単電池１１０の正
極外部端子１４４と他方の単電池１１０の負極外部端子１５４とがバスバー１６０によっ
て接続されている。これによって、バスバー１６０と外部端子を介して、一方の単電池１
１０の正極内部端子１４２から他方の単電池１１０の負極内部端子１５２に至る導電経路
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が形成され、各々の単電池１１０が電気的に直列に接続される。
【００４８】
　次に、上述した外部端子とバスバー１６０との接続部分について具体的に説明する。図
６に示すように、バスバー１６０は、単電池１１０の配列方向（厚み方向Ｙ）に延びる板
状の金属部材である。本実施形態では、バスバー１６０の一方の端部１６２の下面１６２
ａと、一方の単電池１１０の正極外部端子１４４の上面１４４ａとが接続されている。ま
た、バスバー１６０の他方の端部１６４の下面１６４ａと、他方の単電池１１０の負極外
部端子１５４の上面１５４ａとが接続されている。そして、本実施形態では、Ａｌ製のバ
スバー１６０が用いられているため、Ａｌ製のバスバー１６０とＣｕ製の負極外部端子１
５４との間に、異種金属間接合が形成される。本実施形態に係る組電池１００では、この
バスバー１６０の他方の端部１６４と負極外部端子１５４との接続部分にメッキ層が形成
されている。すなわち、本実施形態では、図７に示すように、バスバー１６０の端部１６
４と負極外部端子１５４とがメッキ層１５８を介在させて重ねられている。そして、バス
バー１６０の端部１６４の下面１６４ａには、複数の凹部１６４ｂを有する粗面が形成さ
れており、当該複数の凹部１６４ｂにメッキ層１５８の一部が侵入している。このように
メッキ層１５８を介して、バスバー１６０の他方の端部１６４と負極外部端子１５４とが
接合されているため、バスバー１６０と負極外部端子１５４の金属材料の違いに影響され
ずに、高強度かつ低抵抗の接続部分を形成できる。
【００４９】
２．組電池の製造方法
　次に、本実施形態に係る組電池を製造する方法について説明する。かかる組電池の製造
方法は、上述した密閉型電池の製造方法と同様に、粗面形成工程とメッキ接合工程とを備
えている。
【００５０】
（１）粗面形成工程
　本実施形態における粗面形成工程では、バスバー１６０の表面（端部１６４の下面１６
４ａ）に、複数の凹部１６４ｂを有する粗面を形成する。かかる粗面の形成には、陽極酸
化処理やレーザ切削や切削加工などを使用することができる。例えば、陽極酸化処理を実
施する場合には、バスバー１６０を負極外部端子１５４の上に配置する前に、バスバー１
６０の端部１６４の下面１６４ａとなる面を電解液に浸し、Ａｌ製のバスバー１６０を陽
極とし、かつ、ステンレス製の端子（ＳＵＳ３１６等）を陰極とした状態で電解液を撹拌
しながら通電する。これによって、バスバー１６０の端部１６４の下面１６４ａに、複数
の微細孔を有するアルマイト層が形成される。
【００５１】
（２）メッキ接合工程
　本実施形態におけるメッキ接合工程では、まず、バスバー１６０の端部１６４の下面１
６４ａと負極外部端子１５４の上面１５４ａとを対向させる。このとき、バスバー１６０
と負極外部端子１５４との間には０．０１ｍｍ以上１ｍｍ以下（例えば０．１ｍｍ程度）
の隙間を確保すると好ましい。そして、本工程では、バスバー１６０と負極外部端子１５
４との隙間にメッキ層１５８を形成する。上述した密閉型電池におけるメッキ層の形成と
同様に、メッキ層１５８を形成する手段は、一般的に使用されている手段を特に制限なく
採用できる。例えば、対向したバスバー１６０と負極外部端子１５４との隙間にメッキ液
を流し込み、負極外部端子１５４を陽極、バスバー１６０を陰極とし、通電することによ
って、メッキ層１５８が形成される。
【００５２】
３．他の実施形態に係る組電池
　以上、本発明の一実施形態に係る組電池について説明したが、上記した組電池は、本発
明を限定することを意図したものではなく、種々の構成を変更することができる。
【００５３】
（１）接続対象
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　上記した実施形態では、バスバー１６０と負極外部端子１５４との接続部分にメッキ層
１５８が形成されている。しかし、ここに開示される接合技術は、上述したバスバーと負
極外部端子との接続部分だけでなく、組電池に存在する異種金属間接合に特に制限なく適
用することができる。具体的には、一般的な構造の組電池では、バスバーと外部端子を介
して、一方の単電池の内部端子から他方の単電池の内部端子に至る導電経路が形成される
。ここに開示される接合技術は、かかる導電経路上に存在する異種金属間接合に特に制限
なく適用することができる。なお、導電経路上に存在する金属部材同士の接続部分として
は、正極内部端子と正極外部端子との接続部分、正極外部端子とバスバーとの接続部分、
上述したバスバーと負極外部端子との接続部分、負極外部端子と負極内部端子との接続部
分等が挙げられる。これらの金属部材同士の接続部分の何れかにおいて、異種金属間接合
が生じる場合、当該異種金属間接合にメッキ層を介した接合を適用することによって、接
合対象の金属材料の違いに影響されずに、高強度かつ低抵抗の接続部分を形成できる。ま
た、バスバー、内部端子、外部端子以外の金属製の導電部材（第４の導電部材）を、単電
池間の導電経路上に配置する場合には、第４の導電部材との接続部分にメッキ層を介した
接合を適用することもできる。
【００５４】
　さらに、上記した実施形態に係る組電池１００は、複数の単電池１１０が電気的に直列
に接続された直列接続の組電池である。しかし、ここに開示される組電池は、直列接続の
組電池に限定されず、複数の単電池が並列に接続された並列接続の組電池であってもよい
。すなわち、ここに開示される接合技術は、バスバーを介して正極端子と負極端子とが接
続された導電経路上の接続部分だけでなく、バスバーを介して正極端子同士が接続された
導電経路上の接続部分や、バスバーを介して負極端子同士が接続された導電経路上の接続
部分に適用することもできる。
【００５５】
（２）凹部の形成
　また、上述した密閉型電池の場合と同様に、複数の凹部を有する粗面は、接続対象であ
る２つの金属部材の少なくとも一方の表面に形成されていればよく、上記した実施形態に
おけるバスバー１６０の端部１６４の下面１６４ａに限定されない。例えば、負極外部端
子とバスバーとの接続部分において、負極外部端子の上面とバスバーの端部の下面の表面
に、複数の凹部を有する粗面を形成してもよい。これによって、アンカー効果を好適に生
じさせ、負極外部端子とバスバーとをより強固に接続できる。
【００５６】
（３）接続部分を構成する部材の材料
　上記した実施形態では、Ｃｕ製の負極外部端子１５４と、Ａｌ製のバスバー１６０との
異種金属間接合にメッキ層を介した接合が用いられている。しかし、上述したように、こ
こに開示される接合技術は、接合対象が異なる金属材料によって構成されていれば適用す
ることができるため、導電経路上に存在する金属部材の材料は特に限定されない。
【００５７】
　上記した密閉型電池において形成されるメッキ層と同様に、本実施形態におけるメッキ
層は、Ａｇ、Ａｕ、Ｚｎ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ｐｔおよびこれらの金属元素を含む合金などによ
って構成されていると好ましい。これによって、強度が高く、かつ、導電性に優れたメッ
キ層を形成することができる。
【００５８】
　以上、本発明の具体例を詳細に説明したが、これらは例示にすぎず、請求の範囲を限定
するものではない。請求の範囲に記載の技術には、以上に例示した具体例を様々に変形、
変更したものが含まれる。
【符号の説明】
【００５９】
　１０　　　　　　　　密閉型電池
　２０　　　　　　　　電極体
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　２１　　　　　　　　正極
　２１ａ　　　　　　　正極集電体
　２１ｂ　　　　　　　正極活物質層
　２１ｃ　　　　　　　正極接続部
　２２　　　　　　　　負極
　２２ａ　　　　　　　負極集電体
　２２ｂ　　　　　　　負極活物質層
　２２ｃ　　　　　　　負極接続部
　２３、２４　　　　　セパレータ
　３０、１３０　　　　電池ケース
　３２　　　　　　　　ケース本体
　３４　　　　　　　　蓋体
　４０、１４０　　　　正極端子
　４２、１４２　　　　正極内部端子
　４４、１４４　　　　正極外部端子
　４６、５６、１４６　絶縁ホルダ
　５０、１５０　　　　負極端子
　５２、１５２　　　　負極内部端子
　５４、１５４　　　　負極外部端子
　５４ｂ、１６４ｂ　　凹部
　５４ｃ　　　　　　　アルマイト層
　５７　　　　　　　　ガスケット
　５８、１５８　　　　メッキ層
　１００　　　　　　　組電池
　１１０　　　　　　　単電池
　１６０　　　　　　　バスバー
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